
リ
ス
ク
管
理
型
フ
ル
プ
ラ
ン
答
申
へ

耐
震
・
長
寿
命
化
対
策
を
推
進

調
査
・
設
計
の
品
質
確
保
へ

国
交
省

懇
談
会
若
手
女
性
技
術
者
を
活
用

・

被
害
の
最
小
化
へ
法
改
正

閣
議

決
定
大
規
模
な
水
災
害
に
対
応

国
土
審
議
会
水
資
源
開
発
分
科
会
は
二
月
十
六
日
、
東
京
・
西
新
橋
の
Ａ
Ｐ
新
橋
虎
ノ
門
で
調
査
企
画
部
会

（
部
会
長
・
沖
大
幹
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）
を
開
き
、
リ
ス
ク
管
理
型
の
新
た
な
水
資
源
開
発
基
本

計
画
（
フ
ル
プ
ラ
ン
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
答
申
案
を
ま
と
め
た
。
既
存
施
設
の
徹
底
活
用
を
基
本
戦
略
と
し
て

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
に
展
開
し
て
い
く
。
と
く
に
大
規
模
な
水
害
や
渇
水
な
ど
の
危
機
時
に
最
低
限

必
要
な
水
を
確
保
す
る
た
め
、
水
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
対
策
・
長
寿
命
化
対
策
を
推
進
す
る
。

大
規
模
災
害
や
上
下
水
道

な
ど
の
水
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
に
よ
る
広
域
的
・
長
期
的

断
水
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
動
に
よ
る
渇
水
な
ど

水
資
源
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
と
り
わ
け
昨
年
は
熊
本

地
震
で
水
イ
ン
フ
ラ
に
重
大

な
被
害
が
生
じ
、
関
東
・
四

国
を
は
じ
め
と
す
る
広
い
範

囲
で
取
水
制
限
を
伴
う
渇
水

が
発
生
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
国
交
相
は
新

た
な
フ
ル
プ
ラ
ン
の
あ
り
方

に
つ
い
て
国
土
審
に
諮
問
し

て
い
た
。

今
回
の
答
申
案
は
①
水
資

源
開
発
水
系
の
概
況
②
新
た

な
水
資
源
開
発
基
本
計
画
の

あ
り
方
③
計
画
を
策
定
す
る

上
で
の
留
意
点
―
―
の
三
章

で
構
成
。
第
一
章
で
は
水
資

源
開
発
水
系
が
全
国
に
占
め

る
地
位
、
こ
れ
か
ら
の
国
土

形
成
に
お
け
る
位
置
づ
け
、

水
の
安
定
供
給
の
必
要
性
、

第
二
章
で
は
水
供
給
を
め
ぐ

る
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め

の
計
画
、
水
供
給
の
安
全
度

を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め

の
計
画
、
既
存
施
設
の
徹
底

活
用
を
基
本
戦
略
と
す
る
計

画
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
施
策

の
連
携
に
よ
る
全
体
シ
ス
テ

ム
の
機
能
確
保
、
第
三
章
で

は
危
機
時
に
必
要
な
水
を
確

保
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
対
策
、
水
供
給
の
安
全

度
を
確
保
す
る
た
め
の
施

策
、
水
循
環
政
策
と
の
整
合

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

新
た
な
フ
ル
プ
ラ
ン
で
は

水
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
に

加
え
、
大
規
模
災
害
な
ど
水

供
給
に
影
響
の
大
き
い
リ
ス

ク
に
対
応
し
て
い
く
。
ま
た

水
供
給
の
適
切
な
安
全
度
の

確
保
に
向
け
て
渇
水
リ
ス
ク

を
幅
広
く
想
定
し
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
取
り
組
み
を

促
進
す
る
。

危
機
時
に
備
え
た
ハ
ー
ド

対
策
で
は
送
水
管
路
の
二
重

化
や
異
な
る
水
道
事
業
者
の

供
給
施
設
を
つ
な
ぐ
連
絡
管

の
整
備
、
送
水
路
に
お
け
る

可
撓
性
継
手
の
導
入
、
点
検

・
補
修
・
更
新
な
ど
の
長
寿

命
化
対
策
の
計
画
的
推
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ソ

フ
ト
対
策
で
は
ポ
ン
プ
車
、

給
水
船
、
海
水
淡
水
化
装
置

な
ど
を
導
入
し
て
応
急
復
旧

に
備
え
る
方
針
だ
。

国
土
交
通
省
は
二
月
二
十

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

特
別
会
議
室
で
平
成
二
十
八

年
度
第
二
回
「
調
査
・
設
計

等
分
野
に
お
け
る
品
質
確
保

に
関
す
る
懇
談
会
」
（
座
長

・
小
澤
一
雅
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を

開
き
、
建
設
生
産
・
管
理
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
当
面
の
主

要
検
討
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
上

流
部
に
あ
た
る
調
査
・
設
計

段
階
の
品
質
確
保
は
公
共
事

業
全
体
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設

計
成
果
の
品
質
確
保
や
若
手

・
女
性
技
術
者
の
活
用
に
よ

る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な

ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ

ム
は
①
調
査
・
設
計
②
資
格

審
査
③
入
札
契
約
④
施
工
⑤

維
持
管
理
―
―
の
五
段
階
か

ら
な
る
。
こ
の
う
ち
調
査
・

設
計
段
階
で
は
品
質
の
確
保

・
向
上
を
図
る
た
め
、
総
合

評
価
方
式
の
活
用
・
改
善
や

低
入
札
防
止
対
策
な
ど
を
推

進
す
る
。

担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

つ
い
て
は
年
度
末
の
履
行
期

限
集
中
を
是
正
す
る
履
行
期

限
の
平
準
化
や
若
手
・
女
性

技
術
者
の
活
用
に
力
を
入
れ

る
。
と
く
に
女
性
技
術
者
に

つ
い
て
は
産
休
や
育
休
に
配

慮
し
た
評
価
制
度
の
運
用
を

四
月
か
ら
開
始
す
る
予
定

だ
。
ま
た
若
年
技
術
者
の
配

置
を
促
す
入
札
契
約
方
式
と

し
て
①
管
理
技
術
者
に
代
わ

る
管
理
補
助
技
術
者
の
評
価

②
若
手
技
術
者
に
配
慮
し
た

評
価
項
目
の
設
定
③
一
定
の

年
齢
以
下
で
あ
る
こ
と
を
参

加
要
件
に
設
定
―
―
な
ど
に

着
手
す
る
。

水
防
法
な
ど
の
改
正
案
が

二
月
十
日
、
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
全
国
各
地
で
頻
発
す
る

洪
水
な
ど
の
水
災
害
に
対
応

し
て
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
と

「
社
会
経
済
被
害
の
最
小

化
」
を
め
ざ
す
。

平
成
二
十
七
年
九
月
の
関

東
・
東
北
豪
雨
や
二
十
八
年

八
月
に
北
海
道
・
東
北
地
方

を
襲
っ
た
台
風
十
号
な
ど
で

住
民
の
逃
げ
遅
れ
や
家
屋
の

浸
水
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
。
同
様
の
災
害

を
繰
り
返
さ
な
い
抜
本
的
な

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

改
正
案
で
は
新
た
に
地
方

公
共
団
体
、
河
川
管
理
者
、

水
防
管
理
者
な
ど
に
よ
る
大

規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
制
度

を
創
設
し
、
災
害
発
生
時
の

連
携
体
制
を
整
備
。
昨
年
十

二
月
で
約
三
七
％
の
協
議
会

設
置
率
を
二
〇
二
一
年
ま
で

に
一
〇
〇
％
に
す
る
。

ま
た
災
害
リ
ス
ク
が
高
い

区
域
の
施
設
に
つ
い
て
現
行

法
で
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て

い
る
避
難
確
保
計
画
作
成
と

避
難
訓
練
を
義
務
化
す
る
と

と
も
に
、
市
町
村
長
に
よ
る

水
害
リ
ス
ク
情
報
の
周
知
制

度
を
創
設
す
る
。

沖部会長

建設生産システムで意見交換
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